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学位論文内容の要旨 
子宮体癌混合癌（MEC：Mixed endometrial carcinoma）は 2 つ以上の組織型で構成さ
れる。2006 年から 2019 年に当院で診断した MEC のうち明細胞癌成分を含む 15 例を対象
に臨床病理学的特徴につき検討した。年齢は 32 歳から 83 歳（中央値 61 歳）であった。異
なる組織型の内訳は類内膜癌/明細胞癌 11 例、類内膜癌/明細胞癌/漿液性癌 2 例、明細胞癌
/漿液性癌 2 例であった。免疫組織学的検査にて 9 例は DNA ミスマッチ修復タンパク欠損
を認め、9 例に ARID1A 陰性、3 例に p53 陽性を認めた。DNA ミスマッチ修復タンパク欠
損と ARID1A 陰性は強く相関していた。1 例のみ p53 陽性と DNA ミスマッチ修復タンパ
ク欠損を共に認めた。DNA ミスマッチ修復タンパク欠損症例は全体の 60％を占め、DNA
ミスマッチ修復タンパク陽性症例に比して有意に若く ARID1A 陰性に関連していた。一方
で DNA ミスマッチ修復タンパク陽性症例は高齢でｐ53 陽性であった。明細胞癌成分を含

















DNA mismatch repair deficiency and p53 abnormality are age-related 
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